
 

 

 

 

 

 

地域の鮮魚ブランド「和海
わ か い

もん」が立ち上がりました 
 

和歌山市及び海南市沿海各漁協で構成する和海地区広域水産業再生委員会（会長 由井

臣・加太漁協組合長）では、地域で獲れる新鮮な海産物を消費者に直接お届けすることを

目指し、共通ブランド「和海もん」を立ち上げました。 

  このたび、「産直市場よってって岩出店」において「和海もん」ブランドでの販売スタ

ートにあたり、お披露目会を開催することとなりましたのでお知らせします。是非取材い

ただきますようお願いします。 

 

  １．日時  平成３０年１月２５日（木）  10 時 30 分～ 

  ２．場所  「産直市場よってって岩出店」（岩出市中島７３５－１） 

  ３．内容 

   （１）「和海もん」についての説明    

   （２）店舗内取材 

 

  取材にお越しいただける方は、事前に担当者（田中・今井）まで御連絡下さい。 

    ※当日の駐車は店舗東側の「よってって集配センター」前にお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１月１５日 
資 料 提 供 

担 当 課 
和海地区広域水産業再

生委員会（海草振興局 
農業水産振興課） 

担 当 者 前田・田中・今井 
電話(直通) 073-441-3384 

「和海もん」について 
近年、水産業を取り巻く状況は非常に厳しく、漁獲量は減少し、魚価も低迷していま

す。また、和歌山市及び海南市内の漁業の特徴として、魚種は豊富だが小ロット（和海

地区の主幹漁業が小型底びき網、一本釣り漁業などのため。）という特徴があり、市場

への供給は不安定となり魚価も安定していません。 
一方、地もので新鮮な魚を求める消費者の声は大きく、需要があるのに市場では評価

して貰えない多種多様な魚について、「産直市場よってって」と連携し、消費者へ直接

販売する取組が始まりました。 
そこで、この取組を和海地区広域水産業再生委員会共通のものとする手法を検討した

結果「和海もん」という新たなブランドを立ち上げることとなり、このたび、幟、ポス

ター、シール等が完成しました。 



【参考】 
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17%

14%

6%

10%

和歌山市及び海南市各漁協の漁法別水揚金額割合

底引き

船引き

つり

刺網

その他

水揚金額：９億3,600万円

（平成27年度各漁協データより）

和海もんの主な海産物 
  （春）       （夏）       （秋）       （冬） 
  タチウオ       アジ類       カマス       イカ類 

マダイ        ハモ     ウオゼ（イボダイ）    サバ類 
  サザエ       小エビ       シログチ       カワハギ 
                       ブリ       アシアカエビ 
                                アカシタ 

産直市場 よってって 

○運営は（株）プラス（田辺市）、代表取締役 野田正史（平成１４年開業創設者） 

現会長 野田 忠(野田正史社長の父)は昭和２０年代からスーパー経営 

○「産直市場よってって」は、全２１店舗（平成２９年１１月 現在） 

《県内１１店舗》 

①いなり本館（田辺市）  ②貴志川店（紀の川市） ③高野口店（橋本市） 

④くどやま店（九度山町） ⑤岩出店（岩出市）   

⑥イオンモール和歌山店（和歌山市）  ⑦橋本隅田店（橋本市）    

⑧吉備店（有田川町） ⑨ごぼう店（御坊市） ⑩美浜店（美浜町）     

⑪新宮店（新宮市） 

《県外１０店舗》  大阪府６店舗、奈良県４店舗 

※下線のある５店舗(①～⑤)と大阪府道の駅みさき店で、水産物の産直を実施 



「和海もん」ポスター及びチラシ（縮小版） 

 

 


